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天気の科学

　　　　　　　　　　　　　　　　　駒林　誠編

　朝日小事典，1976，変形新書版，254頁，980円．

　気象についての大へんユニークな本が出版されたの

で，ここに広く学会員に紹介しておきたい．この本の特

徴として，次の諸点をあげることができる．

　（1）小事典型式であること．体系的に章節をたてて

「天気の科学」を記述したのではなく，156の大・中・

小項目を選び，五十音に並べて，それぞれの項目の専門

家が解説している．大項目は4ぺ一ジ，中項目は2ぺ一

ジ，小項目は1ぺ一ジ程度で，いずれもページの初めで

始まり，末で終わるようになっている．最初から読む必

要はなく，開けたぺ一ジから読める．この本は，言葉の

意味を知るためにr引く辞書」ではなく，ある事柄につ

いての本質を知るためのr読む事典」といえる．巻末に

詳細な牽引が付けられている．

　（2）項目の選び方がユニークなこと．たとえば第1ぺ

一ジに「青空」があり，次に「朝・昼・夜の気象」とつ

づく．「気象教育」「雨と雲の帯状構造」「マスコミと気

象」r酸素大気と生物の進化」r積雲対流の観測」「積雲

対流の理論」「パラメタリゼーション」「大気のエネルギ

ー」「大気波動」などの項目もある．

　（3）執筆者が，それぞれの専門分野のエキスパートで

あること．編著者は駒林誠（現大阪管区気象台技術部

長），著者は河村武（気象研究所応用研究部室長），斎藤

実（神戸海洋気象台海洋課長），廣田勇（京都大学助教

授），矢花和一一（気象大学校教授），高津真也（朝日新聞出

版局）の諸氏である．それぞれの項目について専門家が

コンパクトに記しただけに，事柄の本質が明りょうに表

わされている．この本は一般読者を対象としたものであ

ろうが，学間の分化の著しい今日においては，気象を専

門とする人にとっても，この本を通じて初めて知るよう

な大へん有益な内容を含んでいる．なお巻末に内外の研

究者百余人の小伝があり，それぞれの項目の末尾と巻末

に参考文献が付されている．　　　　　（倉嶋　厚）
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